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論 文 の 要 旨
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備考 要旨は，4000 字以内とする。 4
現代中国語の形成にもそれなりに影響を及ぼしている。
魯迅の33年の翻訳活動は、本人の意図と関係なく、結果としては異文化接触のプロセスその
ものとなり、歴史的に見ると、その訳業は翻訳学、言語学、文学、芸術のいずれの面から見て
も価値の高い営みであり、異文化理解、そして異文化受容を促す上で大きな役割を果たしてい
るのである。
（4）本研究の主な成果
本研究は、従来の抽象論的な先行研究と違い、実証的な手法を用いて原文と訳文テクスト対照分析
を行った結果、主に以下の５つの成果が得られた。
① 先行研究における時期の分け方の不適切なところを指摘し、魯迅の訳業をその特徴によって厳密
に分け、各時期における魯訳の翻訳法、翻訳ストラテジー及び翻訳動機を解明した。
② 各時期の訳文体の特徴を明らかにしたうえで、意訳法から直訳法にシフトした年及びその代表
作、訳文体が白話文に転換した年及びその代表作、そして魯訳の「空白期」を究明し、更に文芸論の
魯訳が難解な原因を考察した。また、魯迅の翻訳観を「翻訳豊饒観」と定義づけた。
③ 魯迅自身の言説を過信した先行研究の誤りを是正し、テクスト対照分析に基づき、魯迅の童話翻
訳は子供向けのものでもなければ、その翻訳法も意訳ではなく直訳であることを立証した。
④ 翻訳の異質性の保持を重視し、翻訳の啓発の機能を重んじる魯迅の翻訳思想は原文志向を見せ
ており、それがナイダの「形式的等価」理論、チェスターマン「再現的翻訳倫理」、翻訳とは自国言語・
文化の方向に訳すのではなく、起点言語文化の方向にするものだと主張したルドルフ・パンヴィッ
ツの翻訳思想、翻訳によって「純粋言語」の形成を求めるベンヤミンの翻訳思想と酷似するものであ
る。
⑤ 魯迅の翻訳がその創作活動との相関、そして現代中国語の形成、現代中国文学及び現代木版画
の発展に及ぼした影響考察したうえで、魯迅のイデオロギーを検討し、その翻訳活動との関連性を提
示してみた。
